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頁 箇所 誤 正 

P153 11行目 この検定統計量は、帰無仮説のも

とで自由度df=n－1=10－1=9の
t分布に 

この検定統計量は、帰無仮説の

もとで自由度 df=n－ 1=20－
1=19のt分布に 

P153 図6.2 現状の図 

 

次の図に差し替え 

 

P154 1～4行目 > qt(0.025,9) #自由度 9の t
分布で下側確率 0.025 となる t
の値を求める 
[1] -2.262157 
> qt(0.025,9,lower.tail= 
FALSE) 
#自由度 9 の t 分布で上側確率

0.025となる tの値を求める 
[1] 2.262157 

> qt(0.025,19) #自由度 19
の t 分布で下側確率 0.025 と

なる tの値を求める 
[1] -2.093024 
> qt(0.025,19,lower. 
tail=FALSE) 
#自由度19のt分布で上側確率

0.025となる tの値を求める 
[1] 2.093024 

P154  > curve(dt(x,9),-3,3) 
> abline(v=qt(0.025,9)) 
> abline(v=qt(0.975,9)) 

> curve(dt(x,19),-3,3) 
> abline(v=qt(0.025, 
19)) 
> abline(v=qt(0.975, 
19)) 

P154 10行目 こ れ よ り 棄 却 域 は t ＜ －

2.262157、t＞2.262157となります

（図6.2）。 

こ れ よ り 棄 却 域 は t ＜ －

2.093024、t＞2.093024となりま

す（図6.2）。  


